
コアビジネスへの特化で
堅実な成長を果たす

「中小企業市場における制度商品販売」を

コアビジネスに、多彩な保険サービスを提供

する大同生命。強みを持つ事業領域に注力

する戦略が功を奏し、この分野において業

界をリードし続けている。同社では「独自性」

「先進性」「健全性」の3点を、ビジネス上の重

要なキーワードとして掲げている。その具体

的な内容としては、企業市場を主要なマー

ケットとする営業活動、戦略的な業務提携、

健全な財務体質などが挙げられる。生保業

界全体を取り巻く環境は依然として厳しい状

況にあるが、同社ではこうした強みを武器に

堅実な成長を続けているのだ。

また同社では生保事業の社会性・公共性

を強く意識し、ディスクロージャーにも積極的

に取り組んでいる。同社が数多くの顧客の信

頼を勝ち得ているのも、こうした透明性の高い

事業展開を行っているからこそと言えるだろう。

1999年に実施された太陽生命保険株式会社

（以下、太陽生命）との全面的な業務提携に

続き、2004年4月にはT&Dフィナンシャル生命

保険株式会社を加えた3社と持株会社「株式

会社T&Dホールディングス」を設立。異なる分

野に強みを持つ3社が連携することで、さらな

る飛躍を遂げようとしている。

現代の金融・保険業においては、ITの活

用も非常に重要な意味を持つ。そこでグルー

プ企業の情報化を支えるIT企業としてT&D

情報システム株式会社（以下、T&D情報シス

テム）を設立。「生命保険会社のシステムは、数

十年にもわたる契約を継続的にサポートし続

けるため、非常に寿命が長いという特徴があ

ります。しかしその一方で、時代に応じた新

たなサービスも展開しなくてはなりません。

この相反する条件を確実にクリアし、お客さま

への最適なサービス提供に貢献していきたい」

と山内氏は語る。

サービス向上と業務効率化を実現すべく
「新事務システム」の構築に着手

大同生命では、2004年4月より「新事務シ

ステム」と呼ばれる新たな業務インフラを稼

働させた。システム再構築の背景を、山内氏

は「最大の理由はお客さまに対するサービ

ス品質の向上です。保険事務に関する処理

は関連会社のT&Dカスタマーサービス株式

会社で集中的に行っていますが、ここで処

理された内容を各地の支社が知らないとな

ると、お客さまへの対応に差異が生じてしま

います。そこでお客さまがどのチャネルにアク

セスされても、統一的な対応や均質なサービ

ス提供が行える環境を目指しました」と説明

する。

またもう一つ課題となったのが、事務処理

プロセスの効率化だ。もちろん従来から業務

のIT化には積極的に取り組んでいた。しか

し構築から時間がたつにつれ、個別業務の

システム化だけではカバーできない点も明ら

かになっていたのだ。

保険業務においては、同じ契約者から同時

に異なる二つの申し出が行われる場合があ

る。たとえば「法人の代表者の名義変更を行

おうと思ったら、保険証券を紛失していることに

中小企業向け保険のリーディング・カンパニーである大同生命保険株式会社（以下、大同生命）
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には、顧客情報の一元管理と各種の業務をシームレスに連携できるインフラが不可欠。そこで
同社では、システムの中核となるイメージワークフローシステムに日立のワーク管理製品
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気付いた」といったケースがこれに相当する。

この場合、「名義変更」と「保険証券の再発

行」の二つの処理が必要だ。しかし単純に

二つの処理を行うことはできない。名義変更

が済む前に再発行処理を行ったのでは、旧

代表者のまま保険証券を再発行してしまう。

このため正しい順番で処理が行なわれてい

るかどうか、必ず人が確認しなくてはならな

かったのだ。「新システムでは、契約単位の処

理からお客さま単位の処理に移行し、こうし

た業務と業務をつなぐプロセスそのものもシ

ステム化・自動化したいと考えたのです」と

山内氏は語る。

T&D情報システムでは、新事務システム構

築のITパートナーとして日立を選択。山内氏

はその理由を「複数のITベンダーから提案を

受けましたが、日立の提案は『イメージデー

タを含めた基幹業務ワークフローの実現』

『全業務システムのWebシステム化』『メンテ

ナンス性の高さ』『良好な操作性』など、我々

の要件をすべてカバーしていました。このた

め日立をパートナーに選びました」と語る。

Harmonious Computingを構成する
プロダクト群を全面的に採用

新事務システムには、日立のサービスプラッ

トフォームコンセプトHarmonious Computing

を構成する製品が数多く活用されている。

イメージデータも含めたビジネスプロセスの自

動化は、ワーク管理製品「WorkCoodinator」

で実現。「WorｋCoordinatorは大手金融機関

でも実績のある製品であり、大規模基幹業務

でも安心して利用できる点がポイントとなりまし

た。イメージワークフローが処理する業務デー

タは一日約13万件、イメージデータも一日10万

枚弱投入されますが、性能・信頼性面での

不安は感じていません」と南條氏は高く評価

する。先に述べた業務処理の優先制御を行

う仕組みなども、日立と共同開発を行うこと

で問題なく実現できた。

また分散システムでのWebトランザクション

処理には、日立のEビジネスプラットフォーム

「Cosminexus」を活用。「こちらの性能・信頼

性にも大いに満足しています。新事務システ

ムでは一日15万件程度のオンライントランザ

クションが発生しますが、Cosminexusはこれ

を確実に処理してくれています」と鈴木氏は

語る。

契約データを管理するメインフレームや周

辺システムとの連携には、ハブ＆スポーク型

アーキテクチャを実現するEAI基盤として、

「日立Hub&Spoke」を採用。既存システム間

のシームレスな連携が実現できただけでなく、

今後他のシステムとの連携の場合にも問題

なく実現できる環境を整えた。

Webシステムの構築で問題になったのが画

面数の多さである。今回は実に約1,400もの

業務画面を設計しなくてはならなかったのだ。

そこでCosminexusファミリーの開発ツール

「RammWare for JavaTM」を活用。南條氏

は「RammWare for Javaは、プログラムレ

スで画面を生成できますので、開発生産性

の向上に絶大な威力を発揮してくれました」

とにこやかに語る。

業界屈指のシステム環境を実現
グループ企業間連携も可能に

今回構築されたシステム基盤には、新契約

業務・保全業務・支払業務・収納業務・コー

ルセンター業務・共通業務など、さまざまな業

務が載せられている。新契約業務など単体

業務をWebシステム化したケースは他にもあ

るが、主要な基幹業務をすべて同一基盤上

でWebシステム化した事例は保険業界でも

他に例を見ない。しかも出力システムを太陽

生命と共通化するなど、グループ企業間連

携も実現。システムの中には日立以外の製

品も利用されているが、こうした他社製品と

もスムーズな連携が行われている。

新事務システムの導入メリットを「懸案で

あったお客さまに対して一元的なサービス

提供が行える環境が実現。また保険証券を

発送するまでの日程を約3日短縮するなど、

ビジネスプロセス自動化に取り組んだ効果

も現れています」と力強く語る鈴木氏。

「今回のシステム構築を通じて、日立の基

盤ソフトウェアの信頼性や柔軟性の高さを強

く感じました。おかげで将来的な発展性も

備えたITインフラを確立することができまし

た。しかしサービス品質の追求には終わり

がありませんので、Harmonious Computing

の今後にも大いに期待しています」と山内氏

は語った。
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運用管理システム�
●ジョブ管理 ●障害監視 ●性能監視�
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・JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、米国なら
びに他の国における米国Sun Microsystems, Inc.の商標また
は登録商標です。

・その他記載されている会社名、製品名は、各社の商標もしくは登
録商標です。

ツインディスプレイを活用し、正確かつ迅速な処理を行う。


